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「スローガン」         校長 豊崎 努 

 今年度の運動会で、実行委員が掲げたスローガンは「一勝懸命～仲間と掲げる優勝杯～」です。プログラムには、このスロ

ーガンに「勝利に向かって一人一人が演技・競技に本気で取り組み、仲間と励ましあえる運動会になってほしい」という願い

が込められていると書かれています。 

 今月は、先月の「目標」につづいて「スローガン」について考えてみます。 

 学校では行事ごとにスローガンを作ることがあります。また大人の社会でも、キャッチフレーズやスローガンを掲げるこ

とがよくあり、企業のスローガンを目にすることも多いと思います。 

 辞書（大辞泉）には、スローガンとは「団体や運動の主義・主張を、簡潔に言い表した語句。標語。」とあります。 

 学校では、実行委員など生徒のリーダーたちが、その行事をどのようなものにしたいかを考え、その思いを行事に参加す

る多くの生徒たちに端的に伝えるために作られます。つまり、リーダーたちの目標設定であり願いでもあります。 

 他の生徒にとっては、その思いを受け止め、自分なりに消化し、自分の「行動目標（「いつ」「何を」「どれだけ」行動する

か）」や「行動指針（これからしようとしている行いが適切な行動かどうかを判断する基準）」をたてるための素（もと）とな

るものですし、行動のモチベーションにつながるものです。また、迷ったとき、困ったときにスローガンを思い出すことで、

原点に立ち返ることができるはずのものです。 

 スローガンといえば、今期（第４３期）生徒会のスローガンは「新章突入」です。「コロナが収束に向かっている今、コロ

ナ前の３年前に「退化」するのではなく、まだ見ぬ「新章」に「突入」し、栗島中をより良くしていこう」という願いが生徒

総会の議案書に書かれていますが、ワクワクするようなスローガンです。 

 栗島中の生徒だけでなく、教職員全員がこのスローガンを意識し続けることができれば、間違いなく栗島中の「新章」が開

くはず、開き続けるはずです。 

一人一人にとっても、せっかくならば「ワクワク感」を忘れないように、何か「スローガン」的なものをもてるといいのか

もしれません。 

 

 

◯ ● 生徒総会  ● ◯ 

 ５月１３日（土）に、生徒総会を行いました。生徒会本部役員の司会で総会が始まり、議長団の司会で、議事が進められ

ました。司会をしてくれた３年生２名、そして、活動目標・方針と活動内容及び計画を発表してくれた３年生の生徒会本

部、各委員会委員長１人１人がとても素晴らしい態度でのぞんでくれました。 

議案書をもとに事前に学級討議で出された質問や意見をしてくれた各クラスの学級委員も、原稿もなく、しっかりと自分

の言葉にして発表してくれました。 

また、各学級からは学級目標が発表されました。なぜその目標にしたのか、どのようなクラスにしたいという思いのも

と、その目標にしたのかを、しっかりと考えてつくってくれていました。１年間様々な経験を通して、目標が達成できるよ

う、クラスにいる１人１人で目標に向かっていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ ☆ 全国学力学習状況調査【英語（話すこと）】 ☆ ★ 

 ５月１５日（月）に、３年生が全国学力学習状況調査の英語（話すこと）のテストを行いました。 
Chromebook端末を利用して、指示に従いながら、出題課題に対して英語で話をしていきます。QA、課題に対して自分の
言葉で話をする、絵を見て表現するものなど１つ１つにしっかりと取り組んでいる様子がありました。 
 都立の高校入試で導入されている英語スピーキングテストのESAT-Jの練習にもなっています。英語の授業の中でも、英
語を自分の言葉として話すことに取り組んでいます。普段から英語を話したり、英語でどんな風に伝えたりなどを考えてみ
るといいですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５月１８日（木）から２０日（土）の２泊３日で、中学校生活初めての宿泊行事となる魚沼自然教室がありました。 
２日目が雨天となったため、予定していた行程を変更しましたが、その他は大きなトラブルもなく３日間を終えること
ができました。 
１日目は月岡公園で昼食を食べ、田植え体験、お土産となったお米の袋詰めをしました。約４時間の移動で少し疲れ

もみえましたが、暑いくらいの青空のもと、昼食もしっかりと食べていました。また、田植え体験では、初めて泥の中
に足を入れる生徒も多く、とても良い経験となりました。 
２日目は野外炊飯を行い、班ごとにカレー作りを行いました。火をおこすところから始めて、自分たちで調理して食

べたカレーはまた格別でした。片付ける頃から雨が降り始めてしまったため、予定していたフォトラリーを変更して、
宿舎に戻ってクイズ大会としました。また、夕食後には、キーホルダー作りを行い、思い思いに製作していました。 
３日目は味噌造り体験をした後、深雪の里でお土産を購入し、学校まで帰ってきました。３日間を通して、自然教室をコ

ーディネートして下さった方、温かく迎え入れてくれた魚沼市の方々の優しさに触れたり、おいしいお米をたくさん食べる
ことができたりと、学校を離れて仲間と過ごした３日間、様々な体験を通して、また一つ成長がみられました。保護者の皆
様、１日目のお弁当づくりから、見送り、お迎えとありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ ■ １年生魚沼自然教室  ■ □ 
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◯ ●  ２年生、ＴＧＧ（Ｔｏｋｙｏ Ｇｌｏｂａｌ Ｇａｔｅｗａｙ：東京英語村）  ● ◯ 
 ５月２６日（金）に、２年生が東京英語村（Tokyo Global Gateway）に行ってきました。 
８人グループに分かれ、前半はアトラクションエリアで、エアポートゾーンとホテルゾーンとに分かれて、英語を駆使して
与えられた課題をクリアしていきました。また、後半はアクティブイマージョンエリアでは、『プログラミングを体験しよう』
『橋を製作して強度を競おう』の２つに分かれて、指示に従いながら、プログラミングでロボットに指示を出して動かし、橋
を製作して強度を競う作業を行いました。最後のまとめまでしっかりと取り組み、英語漬けになった１日となりました。 

普段英語を授業で学んではいますが、外国の方と実際に触れあう機会は多くありません。それでも、何を言っているか分

からなくても、雰囲気を感じること、相手のことを理解しようとすること、そして、表情やジェスチャーなどで伝えようと

することの大切さを感じることができました。また、スタッフの方からは、『栗島中学校の生徒は、しっかりと目を見て話

を聞いてくれたり、反応をしてくれたりととても良かったです。Great！』という言葉をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【あだちからの日】 

足立区教育委員会では今年度より「あだちからの日」を設定しました。 

「あだちからの日」は、教職員の働き方改革を推進するため、原則として毎月末の水曜日に設定しております。教職員

が授業研究など個人の仕事に集中して取り組めるよう、 午後には部活動や会議・研修などを原則として休止し、授業の

充実を進めるとともに、ノー残業デーに位置付け、教員のリフレッシュを図ることを目的としています。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
 
●◯７月の主な予定◯● 
 

６日（木）～14日（金）三者面談 
7日（金）漢字検定                  8日（土）土曜授業 

18日（火）漢字コンテスト、第２回英語検定・漢字検定申込      
21日（金）夏季休業日・サマースクール始      28日（金）サマースクール終 

 


